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●福島町政がスタート	 ２
●民生委員児童委員が改選	 　３
●第9回那珂川町文化祭	 ４
●第32回ゆりがねマラソン大会	 ５
●帝京大学経済学部地域経済学科と
　　　　　　　　　　相互協力協定を締結　	７

第32回ゆりがねマラソ大会　スタート！

町のイメージキャラクター
「なかちゃん」
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10
月
27
日
に
実
施
さ
れ
た
那
珂
川
町

長
選
挙
の
結
果
、
福
島
泰
夫
氏
が
当
選

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

福
島
町
長
は
、
11
月
６
日
、
初
登
庁

し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
町
民
の
多
く
の
皆
様
の
ご
支

持
を
い
た
だ
き
、
那
珂
川
町
の
第
三
代
町
長

に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
光

栄
に
思
う
と
同
時
に
、
責
任
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
職
員
と
一
丸
と

な
っ
て
全
力
で
町
政
に
あ
た
っ
て
い
く
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
で
は
、
景
気
回
復
が
顕
著
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
方
に
お
い
て
は

未
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
那
珂
川

町
に
お
い
て
も
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
創
意
工
夫

福
島
町
政
が
ス
タ
ー
ト

那
珂
川
町
長
に
福
島
泰
夫
氏

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
し
、
誇
り
を

感
じ
な
が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
、「
福
祉
制

度
の
充
実
」
や
「
農
林
商
工
業
の
振
興
」、「
教

育
環
境
の
充
実
」「
生
活
環
境
の
整
備
」な
ど
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
「
働
く
喜
び
を
実
感
で
き
る
町
」「
我

が
子
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
成
長
が
実
感
で
き
る

町
」「
年
老
い
て
も
安
心
で
、
充
実
し
た
生

活
が
実
感
で
き
る
町
」
の
三
本
の
柱
を
目
標

と
定
め
、
こ
れ
ら
の
達
成
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
行
財
政
の
効
率
化
を
一
層

推
進
さ
せ
な
が
ら
、
町
民
融
和
の
下
に
、
地

域
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
長
を
活
か
し
な
が
ら
、「
町
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
」
が
重
要
で
あ
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　
那
珂
川
町
が
、
町
総
合
振
興
計
画
基
本

テ
ー
マ
で
あ
る
「
豊
か
な
自
然
と
文
化
に
は

ぐ
く
ま
れ
　
や
さ
し
さ
と
活
力
に
満
ち
た
ま

ち
づ
く
り
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、「
皆

さ
ん
の
声
が
私
の
知
恵
袋
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

高
齢
者
の
方
々
に
恩
返
し
が
で
き
、
働
く
若

者
が
希
望
の
も
て
る
地
域
づ
く
り
に
全
身
全

霊
を
か
け
て
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

那
珂
川
町
を
「
も
っ
と
明
る
く
」「
も
っ
と

元
気
」
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

平
成
15
年
４
月　
　

　

小
川
町
議
会
議
員（

１
期
・
２
年
６
月
）

平
成
17
年
10
月　

　

那
珂
川
町
議
会
議
員

（
在
任
特
例
・
７
月
）

平
成
18
年
５
月

　

那
珂
川
町
議
会
議
員

（
２
期
・
７
年
４
月
）

平
成
18
年
５
月

　

那
珂
川
町
監
査
委
員
（
４
年
）

平
成
20
年
４
月

　

小
川
土
地
改
良
区
副
理
事
長

平
成
25
年
11
月

　

那
珂
川
町
長
就
任

　
就
任
あ
い
さ
つ

福
島
泰
夫
氏
の
主
な
公
職
歴
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第
５
回
町
議
会
臨
時
会

　

第
５
回
町
議
会
臨
時
会
が
11
月

18
日
に
開
か
れ
、
議
長
の
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、

那
珂
川
町
第
七
代
議
長
に
大
金
市

美
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
９
月
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
指
名
推
選
に
よ
る
選

挙
の
結
果
、
次
の
方
が
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
11
月
28
日
か
ら
平
成
29

年
11
月
27
日
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
選
挙
管
理
員
会
委
員
長

に
は
荒
井
進
氏
が
就
任
し
ま
し

た
。

選
挙
管
理
委
員

　

荒
井　

進
氏
（
矢
又
）
委
員
長

　

菊
池
洋
介
氏
（
小
川
）

　

荒
井
和
夫
氏
（
健
武
）

　

山
本
一
枝
氏
（
小
川
）

議
長
に大金

市
美
氏
を
選
出

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　
　
　
選
挙
結
果

荒井　進氏菊池洋介氏荒井和夫氏山本一枝氏

　民生委員児童委員は、厚生労働大臣から委嘱され、生活に困っている方、児童・障害者・高齢者等で問題
を抱えている方々に相談、助言、情報提供を行う皆さまの相談役です。困ったことがある場合は、地域の民
生委員児童委員にご相談ください。

◇問い合わせ　　健康福祉課　☎０２８７－９２－１１１９　　小川庁舎総合窓口課　☎０２８７－９６－２１１１

氏　　名 担当地区 氏　　名 担当地区 氏　　名 担当地区
山田　豊子 新町上 岡　　英一 久那瀬上 山﨑　榮三 第２区下
鈴木　利一 新町下 天生目惠子 久那瀬下 眞保　真弓 第３区
星　　洋子 室　町 小幡　君子 松  野 山本　一枝 第４区
海老澤　均 南　町 平塚 ふみえ 富山下 吉成　澄江 第５区
笹沼　之子 田町１ 髙野　洋子 富山上 川俣　勇也 第６区上
鵜澤　紘三 田町２ 岡　かつ子 盛  泉 星　　　力 第６区下
吉成　啓二 田町３ 岡本　　輝 谷  川 鈴木　英一 第７区
大森美也子 田町４ 小島　　平 大内下 荒牧スミ子 第８区
田代　和男 片  根 笠井　英子 大内上 石澤　伸一 第９区
荒井美智子 健武下 斉藤源一郎 大那地 大野　幸一 第１０区
田村　里子 健武上 屋代　康夫 大山田下郷下 塚原　ヤヱ 第１１区
星　千代子 矢又下 齋藤　洋子 大山田下郷上 板山　操子 第１２区
武藤　正則 矢又上 屋代　博一 大山田上郷下 福島　惠子 第１３区
星　　光子 和見下 屋代　　定 大山田上郷上 穴山きのい 第１４区
小髙　一男 和見上 関谷　洋子 小砂下 《主任児童委員》
磯　　芳江 小口下 藤田  　亨 小砂上 髙野　恵子 馬頭中管内
森　　清一 小口上 田代　一清 第１区 岡　万里子 旧馬頭東中管内
和知　正子 北向田 森島　堅二 第２区上 沼田美佐江 小川中管内

12月１日をもって民生委員児童委員が改選されました。

（敬称略）
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11
月
２
日
、
３
日
の
２
日
間
、
町
総
合
体
育
館
で
文
化
の
秋
を
彩
る
書
道
や
文
芸
、
写
真
な
ど
の

様
々
な
作
品
が
展
示
さ
れ
、
大
勢
の
見
学
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
１
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
南
町
で
菊
花
展
、
11
月
２
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
菊
花
盆

栽
展
が
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
日
に
は
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

で
邦
楽
民
謡
舞
踏
祭
、
17
日
に
は
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
歌
謡
祭
が
開
催
さ
れ
、
出
演
者
の
皆
さ
ん
は

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
砂
地
区
が
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
に
加
盟
し
た
の
を
記
念

し
て
、
11
月
１
日
～
４
日
の
４
日

間
、
よ
ろ
こ
び
の
森
・
ヒ
ロ
ク
ラ

フ
ト
・
て
れ
ん
こ
工
房
・
希
器
の

３
カ
所
で
「
木
の
音　

土
の
音　

風
の
音
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
こ
び
の
森
で
は
３
日
に
ド
ン

グ
リ
交
流
会
の
苔
玉
作
り
体
験
が

行
わ
れ
、
約
50
名
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
年
と
れ
た
ド
ン
グ
リ

か
ら
芽
が
出
た
苗
を
元
に
、
苔
玉

作
り
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
、
苔
を
丸
く
固
め
る
作
業

に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
。
苔
玉
作

り
の
後
は
、
コ
ナ
ラ
の
苗
を
仮
植

え
し
ま
し
た
。
こ
の
苗
は
大
き
く

育
て
た
後
、
来
年
里
山
に
戻
す
そ

う
で
す
。
そ
し
て
昼
食
に
は
、「
小

砂
ホ
タ
ル
米
」
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま

し
た
。

　

藤
田
製
陶
所
及
び
小
砂
焼
き
セ

ン
タ
ー
で
は
、
11
月
３
日
と
４
日

に
陶
器
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

穏
や
か
な
秋
空
の
下
、
地
元
の
方

に
よ
る
餅
つ
き
や
模
擬
店
な
ど
も

並
び
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
多
く

の
方
が
訪
れ
、
様
々
な
陶
器
を

じ
っ
く
り
見
て
、
吟
味
し
て
い
ま

し
た
。

文化の秋を満喫して… 第９回
那珂川町文化祭

総合展総合展

茶道部茶会

菊花展

苔玉作り

陶器市 仮植え

菊花盆栽展

邦楽民謡舞踊祭 歌謡祭

日
本
で
最
も
美
し
い
村
　
小
砂



5 広報なかがわ　平成25年12月10日

３
・５
㎞
中
学
生
男
子

第
３
位　

菊
池　

琢
水　
（
馬
頭
）

３
・５
㎞
中
学
生
女
子

第
２
位　

フ
ラ
イ
ロ
ン　

　
　
　
　

カ
レ
ン　

メ
イ（
小
口
）

第
３
位　

高
見
す
な
お　
（
小
砂
）

５
㎞
中
学
生
男
子

第
２
位　

市
川　

翔
太　
（
健
武
）

第
３
位　

磯　
　

隼
人　
（
小
川
）

５
㎞
一
般
男
子

第
３
位　

河
和　

健
治　
（
盛
泉
）

５
㎞
一
般
女
子

第
３
位　

高
見　

春
恵　
（
小
砂
）

第
32
回
ゆ
り
が
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会

町
内
の
上
位
入
賞
者
（
敬
称
略
）

県
内
外
か
ら
４
２
９
人
が
疾
走
！

　

第
32
回
ゆ
り
が
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

遠
く
は
宮
城
、
千
葉
か
ら
の
参
加
者
も
含
め
、
４
２
９
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が

参
加
し
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
を
発
着
点
に
馬
頭
市
街
地
の
特
設
コ
ー
ス

を
疾
走
し
、
沿
道
か
ら
は
多
く
の
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
に
は
、
１
９
９
９
年
世
界
陸
上
選
手
権
セ
ビ
リ
ア
大
会
で

入
賞
し
、
２
０
０
０
年
の
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
ゲ
ス
ト

ラ
ン
ナ
ー
の
高
橋
千
恵
美
さ
ん
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
念
入
り
な
ス
ト
レ
ッ
チ
方
法
や
、
走
る
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
つ
い
て
実

技
指
導
が
あ
り
、
そ
の
後
質
疑
に
お
い
て
、
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
き
っ
か

け
や
、
日
々
の
練
習
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
に
お
話
さ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第32回ゆりがねマラソン大会

ゴール

ゴール付近

表　彰　式

スタート古館橋から

選手宣誓

高橋千恵美さんのスポーツ教室
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あなたの税が未来を拓く
◆県内一斉の取組
　納税の公平と税収の確保を図るため、11～12月を「市
町村税徴収強化月間2013冬」として、栃木県との協働に
より、県内一斉に徴収の強化に取り組みます。

◆一人ひとりが那珂川町を支える
　皆さんが納めた税金が那珂川町の行政サービスを支え
ています。納税しない人が増えると生活に必要な様々な
事業が行えなくなります。

◆自主的な納付
　那珂川町は、自主的な納税を期待しています。期限を
過ぎても納付がない場合は財産の滞納処分（差押・公売
など）をしなければなりません。差押財産の調査のた
め、滞納者の住居や事業所の捜索、自動車差押のための
タイヤロック（写真）をすることもあります。
　滞納処分をしなくてもよいように、皆さんの自主的な
納税をお願いします。

　問い合わせ　税務課管理収税係　☎０２８７－９２－１１２０

免税証の交付を受けられる人
○農業を営み農業用機械に軽油を使用する方
●機械を使う作業全ての委託を受けて農作業を行
い、農業用機械に軽油を使用する方
申請に必要なもの
　○420円（新規・更新のみ）　○印鑑
　○免税軽油使用者証
　○機械の詳細がわかるもの（新規・変更のみ）
　○免税軽油の引き取り等に係る報告書及び添付書
　　類（納品書・領収書等）
※機械を使う作業全ての委託を受けて農作業を行う
場合には、上記のもののほかに次のものが必要にな
ります。
●農作業受委託に関する契約書の写し
受付日程及び場所
　受付日：平成26年１月８日（水）～９日（木）
　時　間：午前９時～12時、午後1時～4時
　場　所：小川総合福祉センター
　　　　　すこやか共生館　多目的集会室
問い合わせ
　・農林振興課　　　☎０２８７－９２－１１１３
　・矢板県税事務所　☎０２８７－４３－２１７３

納税相談　町税を納期限内に納めることが困難な
方の相談を受け付けています。

納税催告　納期限を過ぎても納付がない方に対
　　　　　し、督促状・催告書等の送付、電話催

告、自宅訪問、勤務先訪問を行いま
す。

財産調査　滞納者の財産について、官公署、金融
機関、保険会社、通信機関等に対し調
査を行います。

給与調査　滞納者の給与を差押するため、勤務先
に対し給与の調査を行います。

差押処分　不動産・預貯金や生命保険、給与のほ
か、自動車などの差押を行います。差
押後も納付されない場合、差押財産の
公売・取立を行います。

市町村税徴収強化月間2013冬

☆コンポスト肥料・大特価販売中☆

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 

☆野菜 ☆花 ☆果樹
☆植木 ☆芝 ☆稲作

 
FM栃木・レディオベリー

『那珂良しラジオ』絶賛

～『有機性堆肥』を作っています～

株式会社ピラミッド
那珂川町芳井4-35

☎0287－96－4550

那珂川町では税収確保に向け、
次のような取組を行っています

農業用軽油免税証交付申請受付
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那
珂
川
町
と
学
校
法
人
帝
京
大

学
経
済
学
部
地
域
経
済
学
科
と
の

間
で
、
11
月
27
日
、
商
工
会
館
会

議
室
に
お
い
て
「
地
域
振
興
の
調

査
研
究
に
関
す
る
相
互
協
力
協

定
」
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
地
域
資
源
を
生
か
し

た
産
業
の
振
興
や
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
な
ど
を
目
的
に
、
今
年
度

「
な
か
が
わ
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

連
絡
協
議
会
」
を
発
足
し
ま
し

た
。
そ
の
協
議
の
過
程
で
「
外
側

か
ら
町
を
分
析
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
帝

京
大
学
経
済
学
部
地
域
経
済
学
科

と
の
間
で
連
携
に
つ
い
て
の
協
議

を
重
ね
、
今
回
の
相
互
協
定
締
結

に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

本
協
定
に
よ
り
、
町
は
調
査
研

究
の
成
果
を
地
域
活
性
化
に
活
か

す
一
方
、
同
学
科
で
は
学
生
が
実

践
的
で
幅
広
い
見
識
を
現
場
体
験

に
よ
り
養
う
な
ど
、
相
互
補
完
・

発
展
を
目
的
と
し
た
学
官
連
携
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

調
印
式
で
福
島
泰
夫
町
長
は

「
当
町
に
は
豊
か
な
自
然
を
は
じ

め
、
馬
頭
広
重
美
術
館
、
国
指
定

史
跡
、
温
泉
郷
、
最
近
で
は
温
泉

ト
ラ
フ
グ
な
ど
素
晴
ら
し
い
地
域

資
源
が
あ
り
ま
す
。
町
外
か
ら
町

を
分
析
す
る
た
め
、
地
域
経
済
学

科
か
ら
の
協
力
は
大
き
な
効
果
を

生
む
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
同
学
科
の
溝
尾
良
隆
学

科
長
は
「″
地
域
〟経
済
学
科
が
首

都
東
京
に
あ
る
の
は
お
か
し
い

と
、
３
年
前
、
宇
都
宮
キ
ャ
ン
パ

ス
に
本
学
科
が
誕
生
し
ま
し
た
。

県
内
の
自
治
体
と
初
の
協
定
締
結

と
な
り
う
れ
し
い
。
地
域
の
活
性

化
に
役
立
て
る
よ
う
、
学
生
と
一

緒
に
全
力
で
協
力
し
た
い
。」
と

話
し
ま
し
た
。

①所得税・個人消費税・贈与税の
　確定申告の設置期間のお知らせ

③消費税法改正のお知らせ

②平成26年１月から、記帳・帳簿等
　の保存制度の対象者が拡大されます

会場　氏家税務署　２階大会議室
期間　平成26年2月3日（月）～3月17日（月）
　　　（土、日及び祝日を除く）
時間　受付　午前8時30分から
相談　午前９時から午後５時まで

※申告書の作成には時間を要しますので、午後

４時頃までにお越しください。なお、会場の混

雑状況により、受付を早めに締め切ることがあ

ります。

　国税庁ホームページに、「消費税法改正のお知
らせ（社会保障と税の一体改革関係）」の特集ペー
ジを設けておりますのでご覧ください。
http://www.nta.go.jp/shiraberu/ipp　anjoho/
pamph/shohi/kaisei/201304.htm

　個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前年分
の事業所得、不動産所得又は山林所得の合計額が
300万円を超える方に必要とされていた記帳と帳簿
書類の保存が、これらの所得を生ずべき業務を行
う全ての方（所得税の申告の必要がない方を含みま
す。）について、平成26年１月から同様に必要と
なります。記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容
の詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.
go.jp）に掲載されていますのでご覧ください。

　農業所得用の収支内訳書、帳簿は、本庁税
務課・小川庁舎総合窓口課の窓口にもありま
すのでご利用ください。　　

問い合わせ　氏家税務署　☎０２８－６８２－３３１１

氏家税務署からのお知らせ

帝
京
大
学
経
済
学
部
地
域
経
済
学
科
と

相
互
協
力
協
定
を
締
結
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☆クリスマス会☆
１２月１８日(水)　10：30～11：３０
定　員：15組程度　
　みんなでクリスマスを楽しみましょう。
　サンタさんのプレゼントもお楽しみに。

☆フラワーアレンジメント教室☆
１２月２０日(金)　10：30～11：３０
定　員：15組程度　
講　師：小野里　優子さん
　忙しい子育ての合間でも、花を目にすると
心が癒されますね。年末年始に「花のある暮
らし」を楽しみましょう。また、植物に触れ
ることで豊かな感性を育みましょう。

子育て支援センター わかあゆわかあゆ

○きらきらベビークラス　
（０歳～歩き出すまでの赤ちゃんとママが対象です）

　１月の内容は離乳食作りです。月齢別に、基本から応用
まで楽しくおしゃべりしながら調理＆試食をしませんか。
ママ友作りの場としてもぜひご参加ください。作っている
間、赤ちゃんは託児いたします。
日　時　平成26年１月21日（火）
　　　　午前10時～11時30分
場　所　健康管理センター
内　容　簡単！楽しく！離乳食作り
講　師　小室綾恵管理栄養士
持ち物　エプロン

☆マタニティクラス
～ハローベビー！～☆

　1月の内容は助産師さんに聞く妊娠＆出産
のイロハ。妊娠中のトラブル、悩み、出産
への不安、出産後はどうなるのかなど、和
やかな雰囲気で助産師さんとお話ししませ
んか。
日　時　平成26年１月19日（日）
　　　　午前10時～11時30分
場　所　健康管理センター
内　容　妊娠・出産・産後のＱ＆Ａ
持ち物　母子手帳

■問い合わせ・参加の申し込み　　健康管理センター　☎0287－92－1188

☎0287－96－5223

健康管理センターからのお知らせ

☆繭玉飾りを作りましょう☆
1月１０日(金)　10：30～11：30
定　員：15組程度
　その年の豊作を祈願して作る繭玉飾りです。水
木の枝にだんごをつけてお家に飾りましょう。昔
はだんごを「どんど焼き」で焼いて無病息災を
願って食べました。土地の伝統的な風習に触れて
みましょう。

☆こども新年会☆
１月１５日(水)　10：30～11：30
定　員：15組程度
　今年も一年を元気に過ごせるように身体によい
抹茶を頂きます。抹茶のよい香りと甘いお菓子で
新しい年をお祝いしましょう。

◆子育て中のママ達と交流を楽しみたい。で
も、どこへ行ったらいいの・・・とお悩みのお
母さん。支援センターに来てみませんか？お母
さん達の集まる場所として自由にご利用くださ
い。子育て仲間をつくるために「子育てサーク
ル」の活動を応援します。3組集まればサーク
ルです。
　どうぞ気軽にご利用ください。

センターは、
0歳から就学前のお子さんと

ご家族の方が一緒に遊べる場所です。親子
のふれあい、交流の場、育児相談、情報交

換の場として気軽にご利用ください。
利用時間　月曜日～金曜日　

9:00～17:00
◆行事への参加は、直接又は
電話でお申し込みください。
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～がん検診推進事業クーポン券対象者の方へ～
クーポン券を利用して、婦人がん検診を受けましょう。

乳がん健診
　●集団健診
　　日時　12月22日（日）受付　午前8時～10時　場所　健康管理センター
　●個別健診　
　　日時　12月18日（水）受付　午後１時～２時　場所　那須南病院

子宮頸がん健診
　●集団健診
　　日時　12月22日（日）受付　午前８時～10時　場所　健康管理センター
　●個別健診
　　日時　平成26年２月28日（金）まで
　　場所　指定医療機関（クーポン券と一緒に送付した通知をご覧ください）

※いずれも事前に申し込みが必要です。希望される方は必ず事前にお申し込みください。

申し込み・問い合わせ　健康管理センター　☎０２８７－９２－１１８８

削
ら
れ
て
ゆ
き
、
冷
た
い
も
の
が

し
み
た
り
痛
み
を
感
じ
た
り
す
る

原
因
に
な
る
の
で
す
。
ま
た
入
れ

歯
を
入
れ
て

い
る
人
は
、

残
存
歯
と
入

れ
歯
の
間
が

不
潔
に
な
り

む
し
歯
に
な

り
や
す
く
な

り
ま
す
。

★
今
ま
で
の
生
活
を
振
り
返
り
、

お
口
の
健
康
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

①
毎
食
後
に
歯
磨
き
を
行
い
ま

し
ょ
う
→
歯
ブ
ラ
シ
は
小
さ
め
で

柔
ら
か
い
も
の
を
使
い
ま
し
ょ

う
。
フ
ッ
素
入
り
の
歯
磨
き
粉
を

使
用
す
る
と
む
し
歯
の
発
生
・
進

行
を
予
防
で
き
ま
す

②
し
っ
か
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま

し
ょ
う

③
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も
っ

て
、
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う

　

次
回
は
お
口
の
健
康
を
保
つ
た

め
の
実
際
の
ケ
ア
や
お
口
の
運
動

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
７
（
96
）
２
１
６
１

保
健
師
の
い
き
い
き
通
信

口
腔
の
健
康
・
ケ
ア

　

健
口
の
必
要
性
と
効
果
に

つ
い
て

　
「
８
０
２
０
運
動
」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
80
歳
に
な
っ
て
も
、
健
康
な

自
分
の
歯
を
20
本
残
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
月
は
、
お
口
の
健
康
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
健

口
と
は
、
口
の
機
能
が
健
康
で
あ

る
こ
と
で
す
）

●
お
口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う

　

し
っ
か
り
噛
め
て
、
食
事
を
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
る
の
は
と
て
も

楽
し
い
こ
と
で
す
。
口
を
開
け
、

会
話
し
声
を
出
し
て
笑
う
と
心
も

体
も
爽
快
で
す
。
し
か
し
口
の
健

康
が
保
た
れ
て
い
な
い
と
、
食
べ

る
楽
し
み
が
だ
ん
だ
ん
減
り
、
人

と
の
交
流
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
栄
養
状
態
も
悪
く

な
り
元
気
に
活

動
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

監
査
委
員
の
小
沼
功
一
氏
が

任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

９
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

新
た
に
岡
洋
一
氏
（
盛
泉
）
が

監
査
委
員
に
選
任
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

任
期
は
11
月
28
日
か
ら
平
成

29
年
11
月
27
日
ま
で
で
す
。

●
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う

　

健
口
は
全
身
の
健
康
に
も
影
響

す
る
の
で
、
日
頃
の
口
の
手
入
れ

と
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
を

習
慣
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、

脳
を
刺
激
し
て
認
知
症
の
予
防
に

な
り
、
口
の
手
入
れ
は
、
歯
の
病

気
や
口
臭
を
防
ぎ
ま
す
。
さ
ら
に

舌
や
頬
な
ど
の
筋
肉
を
鍛
え
る
と

飲
み
込
む
力
を
高
め
、
食
べ
物
を

気
管
に
飲
み
込
む
こ
と
で
起
こ
る

肺
炎
も
防
ぎ
ま
す
。

①
嚥
下
障
害･･･

食
べ
る
と
む
せ

る
、
食
後
に
咳
が
で
る
、
胸
に
つ

か
え
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
水
や
食
べ
物
が
飲
み
込
め
な

く
な
っ
た
り
、
誤
っ
て
気
管
に

入
っ
た
も
の
を
吐
き
出
せ
な
く
な

る
こ
と
で
す
。

②
誤
嚥
性
肺
炎
…
飲
み
込
む
能
力

が
衰
え
た
と
こ
ろ
に
お
口
の
汚

れ
、
虫
歯
や
歯
周
病
の
放
置
に
よ

り
繁
殖
し
た
細
菌
が
飲
食
物
と
と

も
に
肺
や
気
管
に
入
っ
て
発
症
し

ま
す
。　

●
口
の
機
能
を
高
め
ま
し
ょ
う

　

高
齢
に
な
る
と
、
歯
ぐ
き
が
委

縮
し
、
歯
の
根
っ
こ
が
出
て
く
る

症
状
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

を
放
っ
て
お
い
た
り
、
強
い
力
で

歯
磨
き
す
る
と
歯
ぐ
き
の
部
分
が

監
査
委
員
に
岡 

洋
一
氏
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和田峻輔さん

露久保一夫さん

佐藤和男さん増子育男さん

薄井邦子さん

野口勝明社長

大内洋平巡査長

小林博社長

葛西京子指導員

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

第
９
回
関
東
管
区
内
交
通
安
全

教
育
コ
ン
ク
ー
ル
が
11
月
21
日
、

前
橋
市
で
開
催
さ
れ
、
栃
木
県
代

表
の
那
珂
川
警
察
署
チ
ー
ム
が
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

町
交
通
安
全
教
育
指
導
員
・
葛

西
京
子
さ
ん
が
演
じ
る
高
齢
者
、

「
お
ヨ
ネ
さ
ん
」
が
試
み
る
危
険

な
斜
め
横
断
を
同
署
交
通
課
の
大

内
洋
平
巡
査
長
が
そ
の
危
険
性
を

指
摘
し
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
よ

う
指
導
す
る
も
の
で
す
。

　
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
分
か
り

や
す
く
高
齢
者
の
交
通
安
全
を
訴

え
る
２
人
の
発
表
は
、
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
る
な
ど
、
審
査
員

か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
省
の
料
理
人
顕
彰
制

度
で
あ
る
「
料
理
マ
ス
タ
ー
ズ
」

を
支
援
す
る
「
料
理
マ
ス
タ
ー
ズ

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
倶
楽
部
」
が
、
日

本
の
農
林
水
産
業
の
生
産
物
の
付

加
価
値
化
へ
の
取
組
に
対
し
て
認

定
を
行
う
「
料
理
マ
ス
タ
ー
ズ
ブ

ラ
ン
ド
認
定
コ
ン
テ
ス
ト
東
北
大

会
」
が
11
月
25
日
、
盛
岡
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
東
北
６
県
と
栃

木
県
か
ら
35
点
が
出
品
さ
れ
、
そ

の
内
５
点
が
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
那
珂
川
町
か
ら
は
有
限
会
社

林
屋
川
魚
店
（
小
林
博
社
長
）
と

株
式
会
社
夢
創
造
（
野
口
勝
明
社

長
）
の
２
社
が
参
加
し
、
両
社
の

関
東
管
区
内
交
通
安
全
教
育

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
受
賞

料
理
マ
ス
タ
ー
ズ　
　
　
　

　
　
　
　

ブ
ラ
ン
ド
に
認
定

　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

　

関
東
大
会
で
銅
賞
を
受
賞 

　

栃
木
県
知
事
表
彰

　
　

栃
木
県
統
計
協
会

　
　
　

名
誉
会
長
表
彰
を
受
賞

学
校
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

　
　

県
教
育
委
員
会
よ
り
感
謝
状

　

青
少
年
健
全
育
成
で

　
　
　
　
　

善
行
表
彰
を
受
賞

商
品
と
も
料
理
マ
ス
タ
ー
ズ
ブ
ラ

ン
ド
認
定
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

林
屋
川
魚
店
は
体
長
約
10
㎝
の

ア
ユ
を
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に
漬
け

て
低
温
で
煮
込
ん
だ
「
オ
イ
ル
ス

ウ
ィ
ー
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」、
株
式

会
社
夢
創
造
は
宇
都
宮
餃
子
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
の
「
温

泉
と
ら
ふ
ぐ
コ
ラ
ー
ゲ
ン
餃
子
」

を
出
品
し
、
地
元
の
川
魚
や
海
な

し
県
で
ト
ラ
フ
グ
を
商
品
に
使
っ

た
点
な
ど
の
独
創
性
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
、
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
51
回
栃
木

県
統
計
大
会
に
お
い
て
、
統
計
調

査
員
に
従
事
さ
れ
た
永
年
の
功
績

に
よ
り
、
露
久
保
一
夫
さ
ん
（
大

内
）
が
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
同
じ
く
薄
井
邦
子
さ
ん

（
健
武
）
が
県
統
計
協
会
名
誉
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
、
馬
頭
小
学
校
の
総
合
的

な
学
習
時
間
に
、
田
植
え
・
稲
刈

　

浄
法
寺
大
日
堂
の
鐘
つ
き
の
世

話
人
を
長
年
務
め
ら
れ
、
那
須
小

川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
保
存
会
の
会
長

で
も
あ
る
増
子
育
男
さ
ん
（
浄
法

寺
）
は
、
11
月
16
日
、
青
少
年
健

全
育
成
の
功
績
に
よ
り
、
社
団
法

人
日
本
善
行
会
か
ら
善
行
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

第
48
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・

カ
ラ
ー
カ
ー
ド
関
東
大
会
が
11
月

９
日
、
埼
玉
県
で
行
わ
れ
、
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
門
高
等
学
校
の

部
（
小
編
成
）
に
矢
板
中
央
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
の
一
員
と
し
て
和

田
峻
輔
さ
ん
（
小
川
）
が
パ
ー
カ

ッ
シ
ョ
ン
担
当
で
出
場
し
、
見
事

銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

り
指
導
や
水
田
管
理
な
ど
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
こ
ら
れ

た
佐
藤
和
男
さ
ん
（
馬
頭
）
に
、

11
月
５
日
、
栃
木
県
教
育
委
員
会

よ
り
学
校
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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鮮
や
か
に
色
づ
い
た
紅
葉
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
11
月
17
日
、
町
商
工
会
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
主

催「
第
10
回　

広
重
紅
葉
ま
つ
り
」が
馬
頭
商
店
街
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歩
行
者
天
国
と
な
っ

た
商
店
街
の
通
り
で
は
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
た
ほ
か
、
商
店
街
の
商
店
な
ど
44
店
舗
が

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
ま
し
た
。
今
年
は
ゆ
り
が
ね
マ
ラ
ソ
ン
が
同
日
開
催
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
金
子
酒
造
の
酒
蔵
を
利
用
し
た
酒
蔵
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
町
そ
ば
生
産
組
合
に
よ
る
新
そ
ば
感
謝

祭
で
は
、
よ
り
大
勢
の
人
が
訪
れ
終
日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
会
場
で
は
八
溝
し

し
ま
る
の
Ｐ
Ｒ
に
「
し
し
ま
る
餃
子
」
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
10
回 

広
重
紅
葉
ま
つ
り

～
深
ま
る
秋
を
楽
し
も
う
～

　

小
川
中
学
校
で
は
、「
マ
イ
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
活
動
を
実
施
し
、

２
年
生
52
名
が
18
事
業
所
で
職
業

体
験
を
し
ま
し
た
。
11
月
２
日
か

ら
８
日
の
う
ち
、
５
日
間
に
渡
る

勤
労
体
験
学
習
を
通
し
て
、
社
会

生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
、
言
葉
づ
か
い
等
の
机

の
上
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い

貴
重
な
体
験
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

マイ・チャレンジ

小川図書館

地元名産物出店の様子

「ししまる餃子」販売の様子

馬頭高校水産科の生徒による
金魚すくい

北村竜司さん
柏木美絵さん
歌謡ショー

烏山消防署小川分署

ヌヴォラーリ西宝寺特別養護老人ホームかたくりの郷

酒
造
３
大

　
　

コ
ン
サ
ー
ト
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ふ
る
さ
と
の
森
公
園
内
の
茅
葺
屋
根
の
古

民
家
周
辺
で
11
月
９
日
、
「
茅
葺
古
民
家
ま

つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ば
所
ふ
れ
あ
い
の
舎
で
は
、
今
年
の
新

そ
ば
が
提
供
さ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
次
々

と
そ
ば
を
注
文
し
て
い
ま
し
た
。

　

古
民
家
で
は
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
や
「
か
た

り
べ
」
に
よ
る
民
話
も
披
露
さ
れ
、
古
民
家

の
風
情
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
場
に
は
鮎
の
塩
焼
き
や
焼
き
そ

ば
な
ど
の
模
擬
店
も
出
店
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
周
辺
で
は
竹
細
工
教
室
や
「
ま
ほ
ろ
ば
太

鼓
」
の
演
奏
、
抽
選
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
参

加
し
た
皆
さ
ん
は
晩
秋
の
ひ
と
と
き
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

小
川
小
学
校
、
小
川
南
小
学
校
、
薬
利
小

学
校
の
３
校
統
合
交
流
事
業
と
し
て
、
11
月

13
日
に
東
日
本
大
震
災
被
災
動
物
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
演
劇
鑑
賞
会
が
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
校
代
表
の
６
名
の
生
徒
に
よ
る
「
鼓

動
」
の
朗
読
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
犬
猫
み
な

し
ご
救
援
隊
代
表
の
中
谷
さ
ん
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
そ
し
て
ム
カ
シ
玩
具　

舞
香
さ
ん

に
よ
る
「
置
き
去
り
に
さ
れ
た
命
「
ハ
ル
」

～
警
戒
区
域
に
残
さ
れ
た
あ
る
犬
の
話
～
」

の
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
の
一
般
対
象
公
演
で
集
め
ら
れ
た
寄

付
は
犬
猫
み
な
し
ご
救
援
隊
の
動
物
の
エ
サ

代
等
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

那
珂
川
町
ホ
ン
モ
ロ
コ
研
究
会
に
よ
る
ホ

ン
モ
ロ
コ
の
水
揚
げ
作
業
が
11
月
15
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ン
モ
ロ
コ
は
関
西
で
は
高
級
魚
と
し
て

扱
わ
れ
て
お
り
、
休
耕
田
で
養
殖
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
同
研
究
会
で
は
２
年
前
か
ら

養
殖
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
水
揚
げ
で
は

４
１
７
キ
ロ
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
揚
げ
に
は
、
池
か
ら
抜
い
た
水
と
一
緒

に
排
水
管
か
ら
流
れ
て
く
る
ホ
ン
モ
ロ
コ
を

網
で
捕
獲
し
、
バ
ケ
ツ
に
入
れ
ま
し
た
。
川

和
義
夫
会
長
は
、
「
今
年
は
養
殖
も
う
ま
く

い
き
、
多
く
の
ホ
ン
モ
ロ
コ
が
育
ち
ま
し

た
。
町
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
早
く
安
定
生
産

に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
な
お
、

ホ
ン
モ
ロ
コ
は
町
内
の
旅
館
や
居
酒
屋
な
ど

で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

民
話
集
「
ま
ほ
ろ
ば
の
里
の
む
か
し　

八

溝
路
物
語
」
の
発
刊
を
記
念
し
て
ま
ほ
ろ
ば

が
た
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
発
表
会
が
11
月
10

日
に
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
ほ
ろ
ば
が
た
り
は
「
地
元
の
話
を

地
元
の
言
葉
で
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
し
て
活
動
し
て
い
る
民
話
の
会
で
す
。

　

第
１
部
で
は
11
名
の
会
員
の
方
々
が
八
溝

に
ま
つ
わ
る
話
な
ど
様
々
な
語
り
が
披
露
さ

れ
、
第
２
部
で
は
ゲ
ス
ト
出
演
の
美
寿
々
す

み
子
さ
ん
の
唄
語
り
が
あ
り
ま
し
た
。
会
長

の
渡
辺
さ
ん
は
「
八
溝
地
域
の
こ
と
を
知
る

た
め
に
も
多
く
の
人
に
民
話
集
を
読
ん
で
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

茅
葺
古
民
家
ま
つ
り

東
日
本
大
震
災
被
災
動
物

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
劇
公
演

ホ
ン
モ
ロ
コ
水
揚
げ

美
寿
々
会
ま
ほ
ろ
ば
が
た
り
発
表
会

花
え
み
の
つ
ど
い
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那
珂
川
町
夢
ま
つ
り
実
行
委
員
会
、
同
町

商
工
会
主
催
の
「
那
珂
川
町
夢
ま
つ
り
冬
の

部
」
と
「
商
工
会
わ
く
わ
く
感
謝
祭
」
が
11

月
23
日
に
す
こ
や
か
共
生
館
南
側
特
設
会
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
コ
コ
ア
・
お
茶
・
わ
た
あ
め

が
無
料
で
ふ
る
ま
わ
れ
、
ダ
ル
マ
市
や
お
楽

し
み
抽
選
会
、
そ
し
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
し
て
多
種
多
様
な
店
舗
が
並
び
ま
し
た
。

芸
能
発
表
会
で
は
、
お
囃
子
や
よ
さ
こ
い
踊

り
、
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
な
ど
の
様
々
な
発
表
が

行
わ
れ
、
二
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
ミ
ニ

上
棟
式
に
は
会
場
中
の
お
客
さ
ん
が
集
ま

り
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
東
山
道
駅
路
で
つ
な
ぐ
下
野
と
那
須
」

事
業
の
一
環
と
し
て
、
11
月
24
日
、
特
別
記

念
講
演
会
と
「
ま
ほ
ろ
ば
テ
ン
ト
村
」
が
小

川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
周

辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ン
ト
村
で
は
地
元
特
産
品
な
ど
を
販
売

し
、
砂
金
採
り
や
ハ
ン
コ
作
り
な
ど
を
体
験

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
等

の
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
韓
国
・
威
徳
大
学
校
博
物

館
の
朴
洪
國
館
長
が
「
韓
国
新
羅
の
石
造

物
」
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
新
羅
人
の
石
造

の
技
術
は
８
～
９
世
紀
に
非
常
に
高
い
水
準

に
達
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
参
加
し
た
約

２
４
０
人
の
皆
さ
ん
は
古
代
新
羅
の
話
に
耳

を
傾
け
、
那
須
国
造
碑
な
ど
の
故
郷
に
想
い

を
馳
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

一
般
国
道
２
９
３
号
馬
頭
バ
イ
パ
ス
の
開

通
を
前
に
、
11
月
26
日
「
馬
頭
バ
イ
パ
ス
プ

レ
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
が
川
崎
カ
ー
ブ
付

近
の
未
供
用
区
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
に
は
馬
頭
小
学
校
６
年
生
の
児
童
約
60

人
が
参
加
し
、
事
業
内
容
・
工
事
の
説
明
な

ど
を
受
け
た
後
、
実
際
に
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
や

タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
の
重
機
の
試
乗
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
た
ち
が
思
い
出
ア
ー
ト
と
し

て
事
前
に
ア
ル
ミ
板
へ
描
い
た
絵
の
前
で

「
な
か
ち
ゃ
ん
」
や
「
と
ち
ま
る
く
ん
」
と

一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。
最
後
に
、

道
路
の
舗
装
の
上
に
チ
ョ
ー
ク
で
直
接
絵
を

描
き
、
普
段
道
路
上
で
は
で
き
な
い
経
験
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
か
ら
は
、
夏
の
花
火
と
は
一
味

違
う
澄
ん
だ
冬
空
に
咲
く
「
冬
の
夢
花
火
」

が
那
珂
川
河
川
敷
よ
り
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
冬
の
夢
花
火
は
、
募
集
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
共
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
会

場
周
辺
の
み
聞
く
こ
と
が
で
き
る
特
設
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
町
内

の
小
中
学
生
か
ら
集
め
ら
れ
た
「
ぼ
く
・
わ

た
し
の
夢
」
と
、
町
内
外
か
ら
集
め
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
勤
労
感

謝
の
日
に
因
ん
だ
お
孫
さ
ん
か
ら
お
爺
ち
ゃ

ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
、
娘
さ
ん
か
ら
亡

く
な
っ
た
お
母
さ
ん
へ
の
思
い
、
旦
那
様
か

ら
奥
様
へ
の
想
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
込
め
た
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
花
火
が
素

敵
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
共
に
次
々
と
冬
の
夜
空
へ
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

那
珂
川
町
夢
ま
つ
り
〈
冬
〉

商
工
会
わ
く
わ
く
感
謝
祭
同
時
開
催

 

古
い
に
し
え

の
那
須
に
想
い
を
馳
せ
て

一
般
国
道
２
９
３
号
馬
頭
バ
イ
パ
ス

プ
レ
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
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開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９２－５０１５

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９6－２３３５

高校生ボランティアのおはなし会　　　
・12月15日（日）午後２時～
・場所　馬頭図書館 児童室
　馬高ボランティア部の方たちが、たのしい紙しばい
や絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、クリスマスの飾りをつくります。

たまごのクリスマスおはなし会　　　　
・12月19日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭福祉センター　和室
　おはなしグループたまごのクリスマスおはなし会。
人形劇「３匹のこぶた」、絵本の読み聞かせ、紙しば
い、手あそびのほか、サンタさんが来て、素敵なプレ
ゼントをくれるよ！親子でご一緒にお越しください。

読　書　会　　　　　　　　　　　　
・平成26年１月 ８日（水）午後１時30分～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　テキスト「何者」　朝井リョウ／著

婦人ボランティアのおはなし会　　　　
・平成26年１月 11日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。おはなしの後は、
手作りコマを作って遊びましょう。

工作教室「門松を作ろう」　
・12月26日（木）午前10時～正午
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
・ペーパークラフトで門松を作ります。
・募集人数　15名（先着順）
・参加費　無料
・申し込み　
　馬頭図書館・小川図書館のカウンターか、電話で馬
頭図書館まで（☎0287-92-5015）
・小さな子は、保護者と一緒に来てください。

ＪＶＣのおはなし会　　　　　　　  　
・12月21日（土）午後２時～
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　ジュニアボランティアクラブの方たちが、たのしい
紙しばいや絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、折り紙をしてあそびましょう。

小川おはなし会　　　　　　　　　　 
・ 平成26年１月11日（土）午前10時30分～
・場所　小川図書館　　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、羽子板を作ります。

馬頭図書館　12月16日～1月15日のお休み

小川図書館　12月16日～1月15日のお休み
日 月 火 水 木 金 土

12/16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 1/1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15

日 月 火 水 木 金 土
12/16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 1/1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15

図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川図書館 馬頭図書館
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　町では、成人を迎えられたみなさ
んの新しい門出をお祝いする「成人
式」を挙行いたします。人生で一度
しか経験できない成人式。ぜひご出
席いただきますよう、ご案内申し上
げます。
日時　１月12日（日）
　　　午前10時～正午
　　 （受付：午前9時～9時40分）
会場　小川総合福祉センター　
　　　あじさいホール
※新成人のみなさまへ
対象者（平成5年4月2日～平成6年
4月1日までに生まれた方）には、
案内状を送付しています。届いてい
ない場合は、下記までお問い合わせ
ください。
問い合わせ

生涯学習課　☎0287—96—2116

期日　2月8日（土）
　　　～2月9日（日）の1泊2日
内容　鮭飯と漁師鍋づくり、塩づく
り・つぼ焼きいも、ふれあい交流創
作活動（竹細工、貝細工、サンドブ
ラストグラスづくり）
募集人数　
栃木県民　約50名（大人の方のみ）
基本参加費　5,200円
※選択活動によっては別途料金がか
かります。
締切り　1月14日（火）
申し込み・問い合わせ　
〒311－1412　茨城県鉾田氏玉田
336－1　とちぎ海浜自然の家
☎0291－37－4004

日時　1月30日（木）
　　　午後1時30分～3時
場所　喜連川社会復帰促進センター
募集人数　70名
申込方法　往復ハガキの往信面に参
加を希望される方の住所、氏名、年
齢、郵便番号を記入し、返信面に代
表者の方の住所、氏名、年齢、郵便
番号を記入の上、下記送付先までお
送りください。応募多数の場合は、
抽選とさせていただきます。
送付先　〒329-1493
さくら市喜連川5547　喜連川社会
復帰促進センター庶務課
※1月16日（木）必着
問い合わせ　　喜連川社会復帰促進
センター　  ☎028－686－3111

日程　1月18日（土）
集合場所　山村開発センター

　（小川体育館も経由します）
午前６時出発　　　　　　

会場　会津高原だいくらスキー場
募集人数　40名
※定員になり次第締切。中学生以下
は保護者の同伴が必要です。
参加費 大人　　　　　　　2,500円

小人（中学生以下）1,000円
申込締切　1月10日（金）
問い合わせ・申し込み

生涯学習課　☎0287－96－2116

　個人の秘密は堅く守られます。必
要に応じ法律専門家を紹介しますの
で「お気軽に」お電話ください。
相談方法　電話または面談
相談受付日時　平日午前8時30分～
正午、午後1時～4時30分
費用　無料
問い合わせ　関東財務局宇都宮財務
事務所　☎028－633－6294

日時　①1月11日（土）
　　　　午前9時30分～12時30分
　　　②1月15日（水）
　　　　午後1時～4時
会場　とちぎリハビリテーションセ
ンター　１Ｆ　相談室
対象疾患　
①免疫系疾患（ベーチェット病、全
身性エリテマトーデス、多発性筋
炎、皮膚筋炎、シェーグレン症候
群、成人スティル病、大動脈炎症候
群（高安病）、ビュルガー病（バー
ジャー病）、結節性動脈周囲炎、
ウェゲナー肉芽腫症、アレルギー性
肉芽腫性血管炎、悪性関節リウマ
チ、側頭動脈炎、抗リン脂質抗体症
候群）
②聴覚・平衡機能系疾患（メニエー
ル病、突発性難聴、遅発性内リンパ
水腫、特発性両側性感音難聴）
担当医師　
①自治医科大学附属病院　
　アレルギー・リウマチ科　

長嶋　孝夫　医師
②自治医科大学附属病院　

耳鼻咽頭科　中村　謙一　医師
申し込み先・問い合わせ
とちぎ難病相談支援センター

☎028－623－6113

日時　1月18日（土）
　　　午後2時～3時45分
　　　（開場：午後1時30分）
場所　芳賀町民会館　ホール
講演　演題「歴史の中の人権」
講師　井沢　元彦氏（作家）　
その他　入場料無料、事前申し込み
不要、手話通訳、要約筆記有り。
※駐車場には限りがありますので乗
り合わせ、公共交通機関等を御利用
ください。
問い合わせ　県人権施策推進課　　

☎028－623－3027

とちぎ難病相談支援センター
医療相談のお知らせ

「人権講演会in芳賀」
開催のお知らせ

喜連川社会復帰促進センター
参観募集のお知らせ

平成26年
成人式のご案内

第1回　町民スキー教室　
参加者募集のお知らせ

借金問題相談窓口
のお知らせ

「いきいきチャレンジ」
参加者募集のお知らせ

お知らせ
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日時　１月26日（日）
　　　午後2時～
会場　馬頭総合福祉センター集会室
募集人員　10名
出場資格　那珂川町民で中学生以上
の個人またはグループ
参加の条件
　①歌詞を見ないで歌える方
　②CD等の音源を事前提出できる方
　③アマチュアの方
　④会場まで自力で来られる方
参加費用　無料
公開放送　カラオケ大会はケーブル
テレビで録画し、後日企画番組とし
て放送します。
申込方法　申込書に記入の上、音源
を添えてケーブルテレビ放送セン
ターに提出。
申込用紙　放送センター、役場本庁
舎、小川支所、山村開発センター、
小川公民館にあります。
申込締切　1月20日（月）
　　　　※ゲスト出演もあります。
問い合わせ
ケーブルテレビ放送センター

☎0287－92－1121
防災電話3－92－1121

●冬季企画展「干支の考古学―午を
考古学する―」
　私たちの生活にとても身近な「干
支」の由来を分かりやすく紹介する
とともに、平成26年の干支である
「ウマ」を取り上げ、ウマと人との
関わり合いを紹介します。
会期　1月19日（日）まで
開催場所　県立なす風土記の丘資料館
観覧料金　一般100円、学生50
円、中学生以下無料
休館日　月曜日（祝日開館）、祝日
の翌日、年末年始（12月28日～平
成26年1月4日）
●考古学講座第6回　なす風土記塾
演題　「干支の考古学」
講師　片根義幸（当館主任学芸員）
日時　1月18日（土）
　　　午後1時30分～3時
※冬季企画展のギャラリートークを
含みます。
開催場所　当館講堂　参加費　無料
※12月中の毎週土・日曜日は勾玉
づくりができます。1月中の毎週土
曜日は勾玉づくり、毎週日曜日はト
ンボ玉づくり（1日10名程度）がで
きます（イベント開催日は除く）。
参加費は無料です。
申し込み・問い合わせ
県立なす風土記の丘資料館
☎0287－96－3366 FAX 0287－96－3340

県立なす風土記の丘資料館
冬季企画展および関連イベント

のご案内
時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00

文字放送
6:30
7 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9:30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00

企画番組・文字放送
13:30
14:00

文字放送
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30

文字放送
16:00
16:30
17:00
17:30 赤ちゃんがいっぱい
18:00 歴史的建造物を科学する
18:30

企画番組・文字放送
19:00
19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00

栃木県提供番組
20:30
21:00 薬草日記
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00

企画番組・文字放送
22:30
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0 :30
1 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
朝まで 文字放送

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

ケーブルテレビ公開
町民カラオケ大会開催

～うた那珂カラオケのど自慢～

★ケーブルテレビ企画番組

【お知らせ】
都合により予告なく番組を変更すること
があります。電子番組表（リモコンの

「番組表」ボタン）での確認をお願いします。
問い合わせ：Z0120-227-445

日　付 番　組　名

12/9～12/15 ハロー!!　元気っ子

12/16～12/22
放射能性物質と食に関す
る理解促進セミナー

12/23～12/29
那珂川町第九を歌う会
発表会

12/30～1/5
みんなで子育て
わんぱく広場　総集編

平成25年工業統計調査
を実施します

●平成25年工業統計調査は、製
造業を営む従業員4人以上の全て
の事業所を対象に、平成25年12
月31日現在で実施します。
●記入いただいた内容は、統計以
外の目的に使用することは絶対に
ありませんので、安心して御回答
ください。
問い合わせ　企画財政課

　　☎0287－92－1114

お知らせ
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　平成26年の新春を迎えるにあたり、
那珂川町町内関係者が一堂に会し、
賀詞交歓を行うとともに、那珂川町及
び関係機関・団体等の発展を祈念す
ることを趣旨として、町、議会、商工会、
観光協会、森林組合、農協の関係６団
体共催により、賀詞交歓会を開催いた
します。町民の方どなたでも参加でき
ますので、ご希望の方は、12月20日
（金）までにお申し込みください。
日時　1月7日（火）午後４時～
場所　JAなす南グリ－ンパル
会費　2,000円（会費は申込み時に納
入してください。納入された会費はお
返しできませんので、予めご了承くだ
さい。）
申込方法　申込書に会費を添えて、次
のいずれかの窓口にお申し込みくだ
さい。
①役場総務課　②役場小川庁舎総合
窓口課　③那珂川町商工会　④那珂
川町観光協会　⑤那須南森林組合　
⑥那須南農協本店
※申込書は各窓口にあります。
問い合わせ　那珂川町役場総務課

　　　　　　☎0287－92－1111

新春賀詞交歓会
開催のお知らせ

水道管の〝凍結防止〟対策はお済でしょうか？
　次のような場所は特に水道管が凍りやすいので凍結防止対策をしてください。
　　１．「むき出し」になっているところ
　　２．建物の北側で、日の当たらないところ
　　３．風当たりの強いところ
【凍結防止対策】
●保温しましょう
　「むき出し」になっている水道管や蛇口に、保温材や毛布などを巻き
つけ、ビニールで雨などにぬれないようにして保温しましょう。
　また、メーターボックス内には、発泡スチロール製の保温材や布切れ
などをビニール袋に詰めて入れてください。
●水抜き栓を締めましょう
　蛇口を開け、「水抜き栓」をキッチリ締め、水が出なくなれば完了です。
●電熱ヒーターの点検をしましょう
　電源は入れましたか？耐用年数は過ぎていませんか？説明書をよく読
み点検してください。
【凍結した場合】
●ぬるま湯をかけましょう
　蛇口が凍ったときは、上からタオルなどをかぶせて、ゆっくりとぬる
ま湯をかけてください。
【破裂した場合】
●町指定給水装置工事事業者に修理を依頼しましょう
　メーターボックス内にある止水栓を締めて町指定給水装置工事事業者
に修理を依頼してください。工事費用は使用者負担ですが、漏水により
水道料金が急増したときは、減免措置に該当する場合があります。上下
水道課に連絡してください。
　水はかぎりある資源です、節水にご協力ください。
【問い合わせ】　上下水道課　☎０２８７－９２－２００２

県道全面通行止めのお知らせ

L=50m

232

232

232

232

　一般県道 矢又大内線 那珂川町矢又地内において、道路工事に伴う県道の通行止め規制及び代替道路への迂
回を実施しています
　路線名　　一般県道　矢又大内線
　規制箇所　地図のとおり
　規制時期　11月18日～12月27日
　問い合わせ
　烏山土木事務所　☎０２８７－８３－１３２４
　建設課　　　　　☎０２８７－９２－１１１８

お知らせ
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（
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名
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所
）
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昭
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美

12月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　	 9,214 人（－ ６ ）
 　女　	 9,142 人（－15）
 　計　18,356 人（－ 21）
 世帯数  6,121　   （－ １）

（　）内は前月との比較

お
く
や
み

  

（
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名
）　
（
年
齢
）  （
住
所
）

堀
江
孝
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郎　
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）　

馬　

頭
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金
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）　
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市
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勇　
（
73
）　
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子
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ハ
ル
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）　
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フ
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（
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）　

谷　

川

大
金　

イ
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（
98
）　
大
山
田
上
郷

菊
池　

フ
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（
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）　
大
山
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上
郷

加
　

文
夫　
（
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大
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上
郷
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（
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）　
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川
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秋
元
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望
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で
す
。

　

10
月
21
日
～
11
月
20
日

　

受
付
分　
　
　

敬
称
略
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◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526 那須烏山市田野倉６６０－１ 

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役 塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

就業規則･労働社会保険手続･労務管理･年金相談
遺言･相続相談･離婚相談･行政手続･各種許認可

約
25
㎞
を
馬
車
で
運
び
、東
京
ま
で

は
鉄
道
輸
送
で
あ
っ
た
た
め
輸
送

費
が
嵩か
さ
み
、コ
ス
ト
高
に
な
っ
た
こ
と

で
、他
社
の
製
品
に
は
太
刀
打
ち
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、地
元
の

古
老
に
よ
る
と
、大
正
15
年
頃
の
工

場
で
は
焼
成
さ
れ
た
製
品
の
３
分

の
1
は
不
良
品
で
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
そ
し
て
金
融
恐
慌
を
迎
え
た

昭
和
２
年
、と
う
と
う
工
場
は
解
散

に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

来
年
１
月
13
日
ま
で
第
16
回
企

画
展
「
烈
公
と
小
砂
焼
」
の
展
示

を
行
って
い
ま
す
。
関
東
化
粧
煉
瓦

株
式
会
社
の
製
品
も
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　　

馬
頭
郷
土
資
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館　

学
芸
員　

金
子
智
美

銀
座
を
支
え
た 

関
東
化
粧
煉
瓦
株
式
会
社
小
砂
工
場

　

現
在
、
馬
頭
西
小
学
校
が
あ
る

場
所
に
は
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）

か
ら
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
ま
で

「
関
東
化
粧
煉
瓦
株
式
会
社
小
砂

工
場
」
が
あ
り
ま
し
た
。
同
工
場

で
は
道
路
の
舗ほ

装そ
う

や
建
物
の
外
壁

に
使
わ
れ
て
い
た
「
化け

粧し
ょ
う

煉れ
ん

瓦が

（
タ

イ
ル
）」
や
「
舗ほ

道ど
う

煉れ
ん

瓦が

」
を
製
造

し
て
い
ま
し
た
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当
時
、
建
築
材
料
と
し
て
普
及

し
て
い
た
化
粧
煉
瓦
の
需
要
が
増

大
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
東
京

市
京
橋
区
（
現
東
京
都
中
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）

に
本
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が
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っ
た
関
東
化
粧
煉
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株
式
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が
、
江
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時
代
に
鉄
製
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造
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に
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大
正
９
年
10
月
よ
り
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西
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（
大
田
原
市
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）
に
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発
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所
か
ら
電
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を
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近
代
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な
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を
誇ほ
こ

る
工
場
と
し

て
、
同
年
11
月
29
日
に
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を
始

め
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。
会
社
の
電
力
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に
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小
砂
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も
比
較

的
早
く
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家
庭
に
電
灯
が
と
も

り
ま
し
た
。

　

創
業
当
初
は
経
営
が
順
調
に
進

ん
で
い
た
よ
う
で
す
が
、
大
正
13
年

の
営
業
報
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書
で
は
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修
繕
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需
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中
心
で
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と
し
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不
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の
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で
あ
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産

は
停
滞
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て
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す
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と
こ
ろ
が
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正
12
年
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月
1
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起
き
た
関
東
大
震
災
で
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が
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ま
し
た
。
不
燃
道

路
の
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を
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に
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京
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路
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試
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の
検
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に
お
い
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、
交

通
量
が
多
い
都
市
部
の
舗
装
材
と

し
て
好
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績
を
収
め
ま
し
た
。こ
の

こ
と
が
大
正
14
年
の
営
業
報
告
書

に
み
ら
れ
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舗
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が
好
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で

大
量
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を
と
り
、
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も
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て
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ま
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。
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瓦
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当
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東
京
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で
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座
周
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の
道
路
に
使
わ
れ
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と
い
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
じ
時
期
に
東
京
八

王
子
で
同
種
の
煉
瓦
工
場
が
操
業

し
、
消
費
地
が
競
合
し
た
こ
と
、
小

砂
工
場
の
製
品
は
氏
家
駅
ま
で
の

関東化粧煉瓦株式会社小砂工場
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企画展　ゲルト・クナッパー回顧展

　陶芸家ゲルト・クナッ
パー氏（1943～2012）は
日本文化とドイツ文化の
融合した作品を制作し多
くのファンを魅了しました。

独創的な作品は時に日本人が制作した以上に日本的
な作品に仕上げ、温厚な人柄は多くの日本人の心を
惹きつけました。クナッパー氏は1943年ドイツのヴッ
パータールに生まれ、15歳頃より陶芸教室や絵画教室
で学び、ヨーロッパを中心に研修旅行を続け、後に小
アジア、インド、カナリア諸島、西インド諸島を旅行し
アメリカ合衆国のニューアーク美術館で作陶を学び、
ニューヨークやアラスカ、各都市を訪れ美術活動を行
い、1967年に日本に来日し瀬戸の鈴木清々氏に師事し
ました。翌年から島岡達三氏の援助を受け益子で作陶
を修行します。その才能は早くから開花し1971年第１
回日本陶芸展で優秀作品賞と文部大臣賞を受賞しまし
た。その後茨城県大子町に移住し廃墟同然だった太郎
坂屋敷を購入、家屋を蘇らせ作陶を続けました。1991
年にはドイツ連邦共和国功労勲章、功労十字章を綬章
しました。
　クナッパー氏は茨城県大子町に移住し38年の陶芸
活動を行い西欧と日本の架け橋として活躍していまし
た。クナッパー氏が日本を第二の故郷とした理由に「日
本の陶芸のすばらしい伝統が自分をいまも引きつけて
る」と答えています。ゲルト・クナッパー氏は昨年11月２
日に逝去されました。日本人に親しまれ愛されてきた
クナッパー氏の優美な作品をご堪能ください。

　　　　　馬頭広重美術館長　　市川　信也

【会　　期】　
平成２５年１１月２９日（金）～平成２６年１月１９日（日）

【ミュージアムトーク（展示解説）】
平成２６年１月１１日（土）　午後１時30分～
ウテ　洋子　クネッパー氏

【開館時間】　
午前９時３０分より午後５時まで（但し入館は４時３０分まで）

【休館日】
１２月１６日、２４日～３１日
平成２６年１月１日、２日、６日、１４日

【入館料】　　大　　 人 　 ５００円（４５０円）
  　　　　　 高・大学生  　３００円（２７０円）
　　　※（ ）は２０名以上の団体料金。
　　　※７０歳以上の高齢者、中学生以下は無料。
　　　※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い１名は半額 
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11月24日、埼玉県久喜市で開催された地域の良
さを伝えるイベント「里山と里海へ行こう」に
出演してきました。アイドルグループJuice＝
Juiceの皆さんと町のPRをしたよ！

入選「福を求めて」
大野　和三さん（那須烏山市）

撮影場所：鷲子山上神社

「灰釉削文鉢形花入1975」　　　　　　　　
　　　　　　　　　（ゲルト・クナッパーギャラリー蔵）


